
 　１．大企業の進出や過当競争による競争の激化
 　２．仕入単価の上昇 ３．経費の増加

　金沢商工会議所では、管内の景気動向を把握するため、当所議員・評議員企業に対し、四半期毎に  　４．販売単価の低下・上昇難 ５．エネルギーコストの増加
標記アンケート調査を行っております。つきましては、ご多忙の折、誠に恐縮とは存じますが、当調査に  　６．原材料の高騰 ７．需要の停滞、売上の減少

　 ご協力を賜り、来る３月１７日（水）までにＦＡＸまたはメールで返送頂きますようお願い申し上げます。  　８．従業員の確保難 ９．後継者の育成・確保
　なお、本調査票はＦＡＸでお送りしておりましたが、令和３年度からはメールとさせて頂く予定です。  １０．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　

貴社名　　　　　　　　　　　　　                       　　　　　問題点や対応策を具体的にご記入下さい。

※本調査における「前期」、「今期」、「来期」は以下の期間を指しますので、ご注意下さい。
○前期＝令和２年度第３四半期（令和2年10月～12月）
○今期＝令和２年度第４四半期（令和3年1月～3月、但し3月は見込み）
○来期＝令和３年度第１四半期（令和3年4月～6月）

問１．現在の雇用状況はどのような状態ですか。
１．製造業 ２．建設業 ３．小売業
４．卸売業 ５．サービス業

問２．新卒（２０２１年４月入社）の採用活動の実施状況について選択肢から１つお選び下さい。
　１．計画した人数どおりに採用できた（計画以上の採用も含む）　　　　　　
　２．採用できたが、計画した人数には満たなかった（採用活動継続中も含む）
　３．募集をしたが、採用できなかった（採用活動継続中も含む）
　４，採用活動を実施しなかった（そもそも自社では新卒を採用していない）
　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問３．２０２１年４月１日に改正高年齢者雇用安定法が施行され、７０歳までの就業確保措置を
　　　講じることが「努力義務」となります。これに関し、対応状況を選択肢から１つお選び下さい。
　１．70歳までの定年に引き上げる(予定含む)
　２．定年制を廃止する(予定含む)
　３．70歳までの雇用継続制度(再雇用制度・勤務延長制度)を導入する(予定含む)
　４．70歳まで継続的に業務委託契約を締結する制度を導入する(予定含む)
　５．70歳まで継続的に社会貢献事業に従事できる制度を導入する(予定含む)

景況感（今期）の選定理由をご記入下さい。 　６．すでに70歳までの雇用継続を実施している　　　　　　　７．そもそも定年制がない

景況感（来期）の選定理由をご記入下さい。

７０歳までの就業確保（努力義務）に関する意見がございましたらご記入下さい。

今年度後半＝令和２年10月～令和３年３月の６ヶ月
来年度前半＝令和３年４月～令和３年９月の６ヶ月

１．（今年度後半） ２．（来年度前半）
設備投資を 設備投資を 大地震や大規模風水害、感染症の社内まん延等の緊急時において、事業を継続していくためには、

緊急時の企業存続のための対策等を定めた事業継続計画（ＢＣＰ）の策定等が求められています。
　１．計画している ＢＣＰの策定状況について選択肢から１つお選び下さい。
　２．計画していない

８．その他（記入欄） ８．その他（記入欄）
ＢＣＰに関する意見がございましたらご記入下さい。

 

■その他、コロナウイルスの影響など、景気全般に関してご意見をお聞かせ下さい。

コロナウイルスの影響について、前期（第３四半期）と比べた状況を１つお選び下さい。

  １．影響は大きくなった   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２．影響は同じ程度 ３．影響は小さくなった ・問合先：金沢商工会議所  広報・調査グループ（TEL ０７６-２６３-１１５５）　担当：清水(誠)　
　４．影響は無くなった ５．分からない ６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・返送先：FAX ０７６-２２４-７０７９、メール reseach@kanazawa-cci.or.jp ＊締切３/17（水)

  １．ＢＣＰを策定済である
  ３．ＢＣＰは必要だと思うが策定していない

２．ＢＣＰを策定中である
４．ＢＣＰはそもそも必要ない

　１．過剰状態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．適正水準 ３．不足状態

　８．検討中･調整中　　９．変更･対応しない(予定含む)　　10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

事業継続計画（ＢＣＰ）について

　　２．売上高　 １．増加

今期（第４四半期）直面している経営上の問題点（複数回答可）
最近の景況・業況の動向についてのアンケート調査

雇用情勢について

景況・業況の動向
Ⅰ．今期（第4四半期）の状況  Ⅱ．来期（第1四半期）の見通し
前期（第3四半期）と比べた
今期（第4四半期）の状況

今期（第4四半期）と比べた
来期（第1四半期）の見通し

金沢商工会議所

貴社の業種

２．不変 ３．減少

　　１．景況感 １．好転 ２．不変 ３．悪化 １．好転

２．不変 ３．減少 １．増加

２．不変

３．低下

２．不変 ３．悪化

２．不変

３．悪化２．不変

３．悪化

　　４．資金繰り １．好転 ２．不変 ３．悪化 １．好転

　　３．売上単価 １．上昇 ２．不変 ３．低下 １．上昇

　　５．採算性 （経常利益） １．好転 ２．不変

1 土　　　　地 1

設備投資の動向

今年度後半
投　資　内　容

来年度前半

実 施 内 容 実 施 内 容

2
倉　　　　庫 3

３．悪化 １．好転

※１～５のいずれかの措置を講じるよう努める必要があります（義務付けるものではありません）
※詳細は厚労省ＨＰでご確認下さい(当所ＨＰの3/1付新着ニュースからも厚労省ＨＰをご覧になれます)

新型コロナウイルス感染症について

7 福利厚生施設 7
8 そ　の　他 8

5 付帯設備 5
6 ＯＡ機器

　１．実施した 2 店　　　　舗

6

　２．実施していない 3
4 車輌・運搬具 4


